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●新型コロナウイルス感染症の状況により本キャンペーンを停止する場合があります。
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表紙の写真：新・農のある風景 ～其の68  ～　りんご収穫最盛期（ＪＡ相馬村）
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メ ッ セ ー ジm e s s a g e

Ｎツアー農業人財活用事業の２つの取組み

　農協観光はＪＡグループの一員として、日本の農業労働力不足解消に取組み、農業振興に貢献す
るため、今年度より新たに「農業人財活用事業部」を立ち上げ、①農福連携事業、②農業労働力応
援事業の２つの事業を開始しました。
　農福連携事業は、農業の課題である労働力不足解消のために、主に地方在住の障がい者と障がい
者の雇用を目指している民間企業（障がい者の法定雇用率有）をつなぐことで障がい者が農業での
仕事に従事し、仕事を通して働きがいや生きがいをもって過ごしていける共生社会の実現を目指す
サービスです。
　昨年10月より浜松市で第１号の農福ポートがスタートし、令和３年10月時点では埼玉県に２か所、
和歌山県に１か所と合計４か所の農福ポートが開所しました。
　企業においても地域活性化・共生社会の実現というＳＤＧｓにつながる活動に共感いただき、年内
には総勢100名近くの就農になる予定です。今後、ＪＡグループ内においても農福連携の輪が広がっ
ていくことを期待しております。
　また、農業労働力応援事業では、新たに「ＪＡ援農支援隊」を結成し、人手不足の農作業の現場へ、
援農ボランティアを派遣する取組みを開始しました。
　コロナ禍で外国人材が来日できない中、日本の食料を確保するため農業を応援したいという企業
や、農作業の経験から健全な心身、豊かな人間関係づくりを学ぶ機会として、農業への関心や農業
で得られる効果・成果への期待が高まっております。
　援農ボランティアの受入を希望する農業者・ＪＡは、スマホなどから援農情報をエントリーするこ
とができます。援農ボランティアは、農協観光が社会貢献活動やＳＤＧｓに取組む企業や大学などへ
活動参加を提案し、労働力としての貢献を前提に参加する方々で結成していきます。
　この取組みによって、農業への理解および興味・関心が高まり、ダブルワークや就農等、農業の
人手不足の解消策へ繋がることが期待できます。農業の魅力・価値が注目され、地域交流人口が拡
大し、地域の活性化・農業者の所得向上へ寄与できる企業をめざし、農協観光はＪＡグループ及び
地域と連携して、新たな取組みへ挑戦してまいります。

株式会社農協観光　青森支店
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自分たちが植えた稲の成長に歓喜
児童が稲刈り体験（10 ／４）

　青森市立大野小学校５年生児童105人は、青森市大谷
沢にある同校の学校田で稲刈りを行った。児童らが５月
に田植えをし、黄金に色づいた「まっしぐら」を鎌を使っ
て次々に収穫していった。約２㌃の学校田は、同校のＰ
ＴＡ会長を務め、市内で農家を営む泉夏樹さんの所有。
収穫した分は、精米した米を泉さんが学校に届け、児童
が自宅に持ち帰って味わうことになっている。

秋の味覚　サツマイモ収穫（10／１）
　ＪＡつがるにしきたは、つがる市立柏小学校の１、２年
生児童85人を対象にサツマイモの収穫作業を実施した。
　５月に校内の一角にある畑に苗を植え、定植後の管理方
法や病害虫対策をＪＡの営農指導員がアドバイス。児童ら
は「こんなに採れるとは思わなかった」「土を掘って宝探
しているみたいでおもしろかった」と笑顔を見せた。

リンゴ盗難みんなで防ごう！／
アップルパトロール出動式（10／４）

　弘前警察署は、弘前市りんご公園で「りんご盗難防止
アップルパトロール出動式」を開き、弘前地区防犯指導
隊員や警察署員、ＪＡ職員など約60人が参加した。この
出動式は、リンゴの収穫が最盛となる時期に合わせて、
盗難被害を未然に防止することを目的に毎年実施してい
る。弘前警察署の杉田隆署長は「生産者の苦労を踏みに
じるリンゴ盗難の未然防止に向け、より一層の協力をお
願いしたい」とあいさつした。

農業応援団、始動／人手不足実感（10／６）
　10月に入り、日本航空（ＪＡＬ）による「農業応援活
動」が始まった。受入れ初日には、パイロット２人が参
加し、五所川原市長橋地区の葛西政芳さんの園地で、リ
ンゴ「トキ」の収穫作業を行った。昨年も活動に参加し、
他ＪＡ管内でリンゴの収穫を経験した武哲弘機長は「農
家によって栽培規模やリンゴ収穫時の注意点が異なるこ
とを知った。実際に参加してみると農作業の人手不足を
感じた」と述べた。

相馬小２年生ＪＡ本所探検（10／７）
　相馬小学校２年生の児童４人は、ＪＡの仕事を学びにＪＡ
相馬村本所を訪問した。金融や共済、購買等について学んだ
後、農業振興課でりんごの熟度調査を体験した。児童らは数
値を読むことやコツが必要な調査機器の使い方に苦戦しなが
らも「身近なリンゴでも知らなかったことが沢山あり充実し
た見学になった」と感想を述べた。
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管内小学校へ検温消毒機寄贈（10／13）
　ＪＡ八戸は、地域の子どもたちや住民が安心して生活が送れ
る一助として、管内７市町村（八戸市、三戸町、五戸町、田子
町、南部町、階上町、新郷村）の教育委員会を通じ、管内の小
学校65校に検温消毒機とアルコール消毒液を寄贈した。
　八戸市を訪れた山美喜正組合長は「子どもたちが安全に通学
し勉強・運動に励めるように、たくさん利用してほしい」と話
した。
　伊藤教育長は「市内の全小学校に寄贈いただきありがたい。
子どもたちの健康を守るため有効に活用させていただく」と述
べた。

「かだぁ～れ」オープン１周年　皆様に感謝（10／８）
　ＪＡ十和田おいらせは８～10日の３日間、産直施設「か
だぁ～れ」で１周年記念感謝祭を開いた。出荷会員の朝
どり野菜や新米即売会、卵のプレゼントなどで買い物客
をおもてなし。地元農畜産物を特価で販売してＰＲした。
　家族で来店した20代女性は「地元の新鮮野菜が安く買
えるのでよく利用している。ＳＮＳで感謝祭を知り駆け
つけた」と買い物を楽しんだ。

学校給食へキャベツ寄贈（10／21）
　ＪＡゆうき青森野菜振興会キャベツ部門は、ＪＡ管内
で生産されたキャベツ　（初めての品種「サトウクン」）
170㎏を中部上北給食センターへ寄贈した。塩もみキャ
ベツを食べた東北町立東北小学校２年２組の児童らは
「シャキシャキしていて甘くておいしい」「スープもおい
しかった」と絶賛。キャベツ部門長の乙部暁さんは「子
供たちに東北町で作られたキャベツのおいしさを知って
もらい、地元野菜を食べることで地産地消の大切さを学
んでほしい」と話した。

リンゴの収穫時期などを調査（10／５）
　ＪＡ津軽みらいでは、リンゴ収穫前の熟度調査を全地区
合同で行っている。本店で行った晩生種の熟度調査では、
リンゴを担当している各地区の営農指導員６人が晩生種の
「サンふじ」「有袋ふじ」「王林」のサンプルを持ち寄り、
果実の硬さや糖度、リンゴの断面にヨウ素を塗りヨード反
応を確認した。

ＪＡ指導員が出前授業で特産ゴボウを紹介（10／14）
　ＪＡおいらせ本店指導課は、指導員２人が三沢市立木
崎野小学校を訪問し、３年児童へ社会科の出前授業を
行った。児童約70人は、生産量日本一の特産のゴボウに
ついて学んだ。収穫機でゴボウを掘り上げる収穫作業の
動画を見た児童たちは「ゴボウがたくさんなのにすごく
早い」と驚きの声を上げ、質問では除草剤のまき方や機
械の取扱い方、ゴボウの販売先などについて指導員に質
問した。
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ＪＡ十和田おいらせ

ＪＡおいらせ
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　青森県農林水産部構造政策課は10月１日、新型
コロナウイルス感染拡大で影響を受けている観光
業者を対象とした農業体験会を初めて実施した。
農業への関心を高め、農業分野における副業推進
をはかるのがねらい。
　弘前市原ケ平にある小林政貴さんの園地で、大
鰐町の「不二やホテル」の従業員４人が「トキ」
の収穫作業を体験した。参加した30代女性は「リ
ンゴの収穫は中学生以来。大切な商品だから傷付
けないようにするのが難しい」、60代女性は「収
穫作業であればお手伝いをすることができそう
だ」とそれぞれ感想を述べた。
　県の担当者は「労働力不足解消と農業における
副業推進の一助になれば嬉しい」とし、受入農家
の小林さんは「労働力不足をここ２、３年で感じ
ていたので、大変助かった。今後、このような支
援事業や補助金などを拡充してほしい」と述べた。
　県では今回の農業体験を㈱農協観光青森支店に
委託しており、10月３日、南部町で三八五交通株式
会社の従業員による、リンゴの葉取りや収穫作業が
行われた。

　ＪＡ青森中央会は10月１日、第40回青森県「ご
はん・お米とわたし」コンクールにかかる作文・
図画の審査会を行った。次代を担う子どもたちに、
お米・ごはんを通して食料・農業への理解を深め
ることがねらい。作文は227点と前年よりも19点
少ない応募となったものの、図画においては前年
より124点多い263点と過去最多の応募数となっ
た。12月12日にホテル青森で表彰式を実施する予
定。

　ＪＡグループ青森は、10月から県内５カ所で援
農ボランティアを実施する。援農に理解のある企
業・団体と農家を結び、農業への理解醸成と労働
力不足を解消することがねらいで、今年で４年目
となる。
　10月２日、連合青森をはじめ県内の企業・団体
の職員18人が援農ボランティアに参加し、受入農
家６人の園地にグループに分かれて作業した。青
森市浪岡の木村祐尚さんの園地では、リンゴの袋
はぎの作業を行った。参加者らは「農業をやった
ことはないので、新鮮な気持ちだった」「機会が
あれば、またボランティアに参加したい」と感想
を述べた。
　ＪＡグループ青森では、今後も六ケ所村、五所
川原市、弘前市、弘前市相馬地区でリンゴやゴボ
ウの収穫作業を予定しており、延べ100人の参加
を見込んでいる。

　ＪＡ青森中央会の会長職務代行者で青森県農協
農政対策委員会の雪田徹委員長は10月７日、県庁
を訪問し、三村申吾県知事と三橋一三県議会議長
に米の概算金大幅下落に係る支援対策を要請し
た。要請内容は、①稲作農家の経営維持・再生産
に向けた経費の負担軽減や資金繰り対策②県産米
の需要拡大と販売促進③低コスト生産の取り組み
に対する支援措置や競争力のある品種開発④過剰
米在庫については、市場隔離などの実施等につい
て、国に対し強力に働きかけること―の４項目。
　雪田委員長の要請に対し、三村知事は「生産現
場の切実な声として、しっかりと受けとめる。県
としても強い危機感を持っているので、国に働き
かけていくと同時に県としても必要な対策を検討
していく」、三橋県議会議長は「今までやってき
た対策だけで今回の危機を乗り越えることはでき
ないため、国に対して強く訴えかけていく」と述

県で副業推進　労働力不足解消をめざして

県知事要請　米の概算金大幅下落

援農ボランティア　ＪＡグループ青森が
主催

第40回青森県「ごはん・お米とわたし」
コンクール審査会

JA青森中央会 information　－ インフォメーション －

▲収穫作業体験をする参加者（青森県弘前市で）

▲リンゴの袋はぎを体験する参加者（青森市で）
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べた。
　本県において、今年産主食用米の作付面積は、
前年産実績から大幅な削減となる見込み。しかし、
21年産の概算金目安は厳しい販売状況を反映し、「つ
がるロマン」で１俵あたり8,200円、「まっしぐら」
で8,000円となり、20年産から3,400円の過去最大の
下落となった。

　青森県の三村申吾知事は10月９日、青森市内の
スーパー５店舗で「青天の霹靂（へきれき）」の
ＰＲ活動を行った。
　三村知事が「美味しいは幸せ！和洋中のどの料
理にも合うので、ぜひご賞味ください」と声高ら
かに呼び掛けていた。
　買い物客は「たまには違うお米を食べてみた
いと思い、発売の日を心待ちにしていた」と新米
を抱きかかえレジに向かった。「青天の霹靂」は、
2015年に発売されてから、６年連続で特Ａ米に輝
いた県産ブランド米。青森県農林水産部総合販売
戦略課では、「さっぱりしたいね。2021」とプロモー
ションテーマを設定。弘前市出身のお笑いコンビ
「シソンヌ」のじろうさんが、津軽弁で「さっぱり
したいね」を表現した３つの動画を専用サイトで
公開し、ＰＲしている。

　青森県立三本木農業高等学校は10月13日、県産

米「まっしぐら」のＪＧＡＰ認証公開審査会を開
いた。農業教育の一環として持続可能な農業の担
い手を育成するのがねらい。同校では、2019年に
同品種でＪＧＡＰを取得しており、今回は植物学
科作物班２学年の生徒９人が更新審査に臨んだ。
　審査は、約130項目の基準に取り組みが適合して
いるかどうかを書類審査と現地調査で行う。生徒・
教諭は審査員のフィードバックを基に、課題解決策
をレポートにまとめ、再度書類を提出する。審査結
果はレポート提出から約２ヶ月後の予定。審査を終
えて生徒は「初めての経験で、学びが多かった。実
家が農家なので、将来の経営に役立てたい」とし、
学校責任者は「これまで担当してきた先生、先輩か
らの努力を継承してきた。学校一丸となってＪＧＡ
Ｐを維持していきたい」と抱負を述べた。

県知事によるトップセールス　「青天の
霹靂」プロモーション活動

認証更新をめざして　三本木農業高等学
校　「ＪＧＡＰ」認証公開審査会

行事（11／10～12／10）

▲要請に応える三村県知事

▲基準を確認する教諭・生徒

▲青天の霹靂をＰＲする三村県知事

11月
　10～12日　認証営農指導員準備研修会（教

育研修所）
　10日　　　県参協定例会（県農協会館）
　11日　　　青森県農協生活指導員連絡協議

会第３回研修会（青森県総合社
会教育センター）

　12日　　　年末調整Ｗｅｂ研修会（県農協
会館）

　16日　　　ファシリテーションスキル養成
研修会（教育研修所）

　18～19日　農業税務実務講座（教育研修所）
　20日　　　認証上級試験（県農協会館）
　22日　　　臨時理事会（ＪＡアオレン）
　25日　　　営農指導員スキルアップ研修会

（教育研修所）

12月
　２日　　　県青年大会（ホテル青森）
　２日　　　新任非常勤役員研修会（教育研

修所）
　６日　　　定例理事会（県農協会館）
　７～８日　中堅職員研修会（教育研修所）
　７日　　　総務・管理担当部課長会議（ア

ラスカ会館）
　８日　　　令和３年度青森県家の光大会

（県農協会館）
　９日　　　農業者雇用研修会（県農協会館）
　10日　　　教育担当部課長会議（教育研修

所）
　10日　　　県参協定例会・経営問題研究会

（ホテル青森）
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　ＪＡバンク青森アカデミーでは、2016年度より
次世代を担うＪＡ管理職の意識改革・マネジメン
ト強化および県域ネットワークの活性化を目的に
「管理職コース」（全３回：各２日間）を毎年開催
しており、今年度は新型コロナ感染症拡大の影響
で予定から２か月遅れて10月18日に開講した。
　本研修は、ＪＡバンク中央アカデミーが実施す
る「経営者コース」・「部長コース」等の受講者を
補佐し、ＪＡ変革をともに実践する管理職が対象。
　受講者は、事務管理体制の確立や不正不祥事の
防止、管理職としてのチームマネジメントや部下
指導などをテーマに、問題解決に向けた変革リー
ダーとしての知識やスキルを習得するほか、講師
や受講者との意見交換等を通じて変革実践への意
識改革に取り組む。
　ＪＡバンク青森では、引き続き急激な環境変化
に対応する変革リーダー、変革を継続していく次
世代リーダーの育成に取り組んでいく。

 

　ＪＡバンク青森では、2021年10月から ｢あおも
りの食を応援！住宅ローンプレゼントキャンペー
ン」を実施している。
　このキャンペーンは、昨年に引き続き、新型コ
ロナ感染症拡大で消費減退などの影響を受けてい
る県産農畜産物の消費を応援するため、キャン
ペーン期間中にＪＡ住宅ローンをご成約いただい
た方全員に、5,400円相当の県産農畜産物をプレ
ゼントするもの。
　キャンペーン期間は、2021年10月１日（金）～
2022年３月31日（木）まで。
　新築や中古物件購入のための借入のほか、他金

融機関からの借り換えも対象になる。
　キャンペーンの詳細や各ＪＡが取扱う住宅ロー
ン商品に関するお問合せは、最寄りのＪＡ窓口ま
たはＪＡ渉外担当者まで。
　ＪＡバンク青森は、今後も県下ＪＡグループと
協力し、青森県産農畜産物のＰＲおよび消費拡大
につながる取組みを行っていく。
 

JAバンク青森 information　－ インフォメーション －

ＪＡバンク青森アカデミー第６期「管理
職コース」を開講

「あおもりの食を応援！住宅ローンプレ
ゼントキャンペーン」

農林中央金庫
11月
　11日　　　不祥事防止実践研修（県農協会

館）
　16日　　　ＪＡバンク青森運営協議会専門

委員会（県農協会館）
　16～17日　ＪＡバンク青森アカデミー第６

期「管理職コース」第２部（アッ
プルパレス青森）

　18～19日　相続相談対応研修（県農協会館）
　24～25日　ライフイベントセールスリー

ダー養成講座③（県農協会館）

12月
　３日　　　貸出管理回収実務研修（県農協

会館）
　７日　　　青森県ＪＡ信用担当部課長会議

（県農協会館）

行事（11／10～12／10）

▲真剣に課題に取り組む受講者
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　ＪＡ全農あおもりは９月24日、県南４ＪＡのほ
場９か所を対象とした令和３年産ながいもの作柄
調査を行った。
　収量と品質を把握し、販売計画の策定と生産技
術指導の基礎資料とすることを目的に実施。
　長さや太さ、重量、形状、品質などの状況につ
いて調査した。本年の肥大状況はおおむね順調と
なっている。
　全農あおもり担当職員は「11月の収穫開始時期
に向けてほ場の管理を徹底していただき、ながい
もの安定出荷をお願いしたい」と話した。

　あおもり牛販売促進協議会と青森県牛乳普及協
会は10月６日、八戸パークホテルで「あおもり和
牛と乳和食の夕べ」を開いた。
同イベントはあおもり和牛と県産牛乳をメイン食
材に考案された「あおもり和牛のローストビーフ」
や「特製ミルクちゃんこ鍋」などのコース料理を
参加者へ提供しあおもり和牛と県産牛乳のＰＲを
行うもの。
　ゲストにタレントで元力士・舞の海さんと料理
家で乳和食開発者の小山浩子さんを迎え、参加者
はあおもり和牛を使用した乳和食についてのトー
クを聞きながら次々と運ばれる料理を楽しんだ。
　また、来場者全員へあおもり和牛・県産牛乳の
グッズがプレゼントされた。
　同イベントの担当者は「多くの人に参加いただ
き、あおもり和牛と県産牛乳の認知度向上に繋

がったと感じる。これからも安全・安心なあおも
り和牛と県産牛乳の普及拡大に努めていきたい」
と話した。

　ＪＡ全農あおもりは10月７日、十和田市の（一
社）上十三広域農業振興会でごぼう販売対策会議
を開き、ＪＡ担当者および市場関係者が出席。令
和３年産の出荷計画数量を１万200㌧に設定した
ことを報告した。
　３年産の生育は、作柄調査の結果からＭ・２Ｍ
級中心で短根傾向であることを踏まえ、ＪＡから
の積上げ数量を勘案し設定した。
　出荷量が平年と比べ少なかった前年産と比べる
と、数量は17％増となり、重点市場に対する計画
安定出荷や、地域・市場特性や在庫数量を考慮し
た分荷調整の実施などに取り組むこととした。
　また最需要期に向けて、店頭での遠隔操作によ
る宣伝会や、テレビ番組等を通じたＰＲ企画の実
施で、売場の拡大を図ることで決定した。

秋掘りながいもの作柄調査

JA全農あおもり information　－ インフォメーション －

「あおもり和牛と乳和食の夕べ」イベント

ごぼう販売対策会議

▲ながいもの作柄を調査する担当者

▲あおもり和牛・県産牛乳をＰＲする舞の海さん㊧

▲販売対策について協議する担当者ら
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　全農あおもりやさい部の平山智樹部長は「関東
産の在庫が少ない状況のなか、本県産が本格的な
出荷を迎え出荷量は前年産を上回ることが予想さ
れる。生産者の手取りを確保できるよう取引市場
には協力をお願いしたい」と話した。

　ＪＡ全農あおもりは10月９日、令和３年産米「青
天の霹靂」を全国一斉に発売した。この日に合わ
せて、青森市のイトーヨーカドー青森店で「『青
天の霹靂』新米発売記念イベント」を開いた。９
時からの開店と同時に特設ブース前には大勢の来
店客が並び、新米を手に取り買い求める客で賑
わった。
　青森市のイトーヨーカドー青森店では「青天の
霹靂」を２㌔ 1080円、５㌔ 2484円、10㌔ 5054円
で販売（全て税込み）。その他、「青天の霹靂」を
使用したお弁当やおにぎりを販売した。また、青
森米購入者限定でガラポン抽選会を実施。500円
分の商品券や県産ながいも、りんごジュースを
350名様にプレゼントした。
　三村申吾青森県知事やお米大使、ミス・クリー
ンライスあおもりも参加し、イベントを盛り上げ
た。
　９日の発売日に合わせて、豪華賞品が抽選で
1000名様に当たる「あおもりのお米でおうちごは
ん新米キャンペーン」の展開も始めた。応募締切
は12月10日まで。

行事（11／10～12／10）
11月
　22日　　　令和３年産ながいも販売対策会

議（アップルパレス青森）
　25日　　　令和３年産中・晩生種りんご販

売対策会議（ホテル青森）

12月
　６日　　　運営委員会（県農協会館）

特
設
サ
イ
ト

は
こ
ち
ら
◀

特
設
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
◀

「あおもりのお米でおう
ちごはん新米キャンペー
ン」実施中！

「お料理レシピＮｏ．１
決定戦第２弾」実施中！

▲「青天の霹靂」を買い求める来店客

「青天の霹靂」新米発売記念イベント

フォロー＆リツイートで応募
できるキャンペーンも実施中！
Twitter アカウントはこちら▶
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JA共済連青森 information　－ インフォメーション －

　ＪＡ共済連青森は青森県警察本部と一般財団法
人青森県交通安全協会と連携して10月９日、ＪＡ
十和田おいらせファーマーズ・マーケット「かだぁ
～れ」、10月10日道の駅なみおか「アップルヒル」
で「ＪＡ共済交通安全フェスティバル」を開催し
た。
　地域住民の交通安全思想の啓蒙と交通事故の未
然防止を呼びかけることを目的としている。
　両日合わせて2,000人以上の来場者に交通安全
対策グッズ等（交通安全啓発チラシ、クリアファ
イル、反射材、携帯用除菌スプレー）を配布し、
交通安全の未然防止を呼び掛けた。
　会場には、パトカーの展示と記念撮影、ＪＡ共
済ドライビングシミュレーターによる安全運転診
断、青森県警のふれあい号による運転・歩行能力
診断などを行った。子供からお年寄りまで多くの
人が楽しみながら交通安全について学び大盛況に
終わった。

　ＪＡ共済連青森は10月６日、「生命共済ＪＡ審
査員有資格者研修会【１回目】」（青森県トラッ
ク協会）、10月７日「建物共済ＪＡ審査員有資
格者研修会【１回目】」（県農協会館）、10月15日

「ＪＡ自動車契約担当審査員有資格者研修会【１
回目】」（県農協会館）を開催した。
　実務を担当しているＪＡ審査員有資格者を対象
に６日は53人、７日は37人、15日は55人が参加し
た。
　生命・建物共済における引受・異動・支払処理
および自動車・自賠責共済における引受・異動処
理の専門的な知識の習得を目的として開催され
た。６日に行われた生命共済ＪＡ審査員有資格者
研修会では、生命・傷害共済引受審査、支払いに
おける留意点について、７日に行われた建物共済
ＪＡ審査員有資格者研修会では、引受審査実務に
おける整理事項、引受・異動における留意点、損
害調査・支払査定について、15日に行われたＪＡ
自動車契約担当審査員有資格者研修会では、自動
車・自賠責共済における引受・異動審査の留意点
（日常業務編・特殊事案編）について学習した。
　11月には、各ＪＡ審査員有資格者研修会の２回
目を行う予定である。

　ＪＡ共済連青森は10月13日、「共済税務研修会
【個人編】」、10月14日「共済税務研修会【法人編】」
を県農協会館で開催した。
　各ＪＡの共済担当課長、担当者、ＬＡトレー
ナー、ＬＡを対象に13日は32人、14日は28人が参
加した。
　共済税務に関する知識の習得については、共済
事業において組合員および地域住民の生活設計を
行ううえで不可欠なものであり、年々その重要性
が増加していることから、その知識を習得するこ
とを目的として開催された。
　13日に行われた【個人編】では、所得税や住民
税、相続税などの個人にかかる税金や共済と税金
の関わりについて、14日に行われた【法人編】で
は、法人税や法人契約、税務上の取り扱いについ
て学習した。

ＪＡ共済交通安全フェスティバルの開催

ＪＡ審査員有資格者研修会の開催

共済税務研修会【個人編】【法人編】の開催

▲警察官と記念撮影をする来場者
▲建物共済ＪＡ審査員有資格者研修会の様子

▲交通安全対策グッズを配布する様子
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　参加者は、熱心に研修に取組んでいた。

　ＪＡ共済連青森は、ＪＡ共済ビジネスサポート
株式会社と森林組合あおもりの協力のもと、10月
14日、平内町で「ＪＡ共済きずなの青い森プロジェ
クト」を開催した。
　ＪＡ青森女性部の部員、平内町のシニアボラン
ティア団体（もつけ衆）、平内町役場職員を招待
し総勢29人が参加した。
　「環境保全活動」をベースに、森を自然と触れ
合う教育の場として活用し、さまざまな体験を通
じて、森が地域や農業にもたらす恩恵や役割の理
解を深めてもらうとともに参加者同士のきずなを
深めることを目的とし平成29年度から開催してい
る。
　午前は、平内町弁慶地区にあるＪＡ共済きずな
の青い森で森林プログラム、食育プログラムを
行った。初めに森林組合あおもりの協力のもと森
林プログラムを行い、倒木する様子の見学、植樹
等行った。次に青森県生活協同組合連合会、青森
県民生活協同組合の協力のもと食育プログラムを
行い、食品ロスや県産のブランド牛や野菜に関す
る知識をビンゴゲームを通じて楽しく学んだ。
　昼食には県産のブランド牛や野菜、ホタテ、県
産米のおにぎりを用意し、いくつかのグループに
分かれバーベキューを行った。
　午後は、平内町山村開発センターに場所を移し、
木工クラフトプログラムを行い、カットされたス
ギ材を使いイスやプランター作りに挑戦し、参加

者同士協力しながら取組んでいた。

　ＪＡ共済は今年４月から組合員や利用者、地域
住民の「げんきなカラダ」づくりをサポートする
健康増進活動「げんきなカラダプロジェクト」を
本格展開している。取組内容としては、げんきな
カラダプロジェクトの専用ホームページを開設
し、健康関連のお役立ち情報や旬の食材紹介、健
康診断・人間ドック受診先の紹介などの情報を発
信している。
　11月１日から来年１月31日まで、「オンライン
ウォーキング大会2021 ～げんきなカラダＷＡＬ
Ｋ～」を開催する。
　だれでも気軽に参加できるオンライン形式によ
るウォーキングイベントで「ＪＡ共済アプリ」の
歩数計測機能を使用し、実施期間中に歩数が１日
8,000歩を超えた日数の達成状況に応じて、ＪＡ
タウン厳選米や高級調理家電などが抽選で当た
る。ＪＡ共済アプリから随時参加申し込みを受け
付けしている。下記に「ＪＡ共済アプリ」ＱＲコー
ドを掲載しているのでアプリをダウンロードする
ことが可能である。
　今後もＪＡ共済では、皆様の暮らしに寄り添い
ながら、引き続き「げんきなカラダ」づくりを応
援していき、取組み内容は順次拡大していくので、
今後の動向にもぜひ注目してほしい。
▼ＪＡ共済アプリＱＲコード

行事（11／10～12／10）

11月
　10日 ＪＡ共済ヘルスアップ講座（プ

ラザマリュウ五所川原）
　　　　　　建物共済ＪＡ審査員有資格者研

修会【２回目】（県農協会館）
　13～14日 書道・交通安全ポスターコン

クール展示会
 （さくらの百貨店弘前店）
　17日 ＪＡ自動車契約担当審査員有資

格者研修会【２回目】（県農協
会館）

　20～21日 書道・交通安全ポスターコン
クール展示会（イオンモール下
田）

12月
　６日　　　運営委員会（県農協会館）

▲共済税務研修会【個人編】の様子

▲参加者の様子

ＪＡ共済きずなの青い森プロジェクトの開催

オンラインウォーキング大会の開催

【iPhone 版】 【android 版】
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「令和３年産　水田における作付状況と水稲の予想収穫量について」

◎令和３年産の水田における作付状況（令和３年９月15日時点） 
　全国の主食用米の作付面積については、生産者や関係団体等の皆様が一体となって取り組んでいただい
た結果、前年実績（136.6万 ha）から6.3万 ha減少（▲4.6%）し、130.3万 ha となりました。
　また、戦略作物等については、飼料用米、加工用米、米粉用米、麦等が前年より増加しました。

◎令和３年産水稲の作付面積及び予想収穫量（９月25日現在）（青森） 
１ 令和３年産水稲の作付面積（青刈り面積を含む。）は５万100haで、前年産に比べ200haの減少が見込ま
れます。うち主食用作付見込面積は３万4,200haで、前年産に比べ4,100haの減少が見込まれます。

 
２　９月25日現在における水稲の作柄は、全もみ数（穂数×１穂当たりもみ数）が平年並みに確保され、
登熟（開花、受精から成熟期までのもみの肥大、充実）は、おおむね順調に推移しているとみられるこ
とから、10ａ当たり予想収量は617㎏が見込まれます。

　　また、農家等の皆さんが使用しているふるい目幅ベースの作況指数は102の「やや良」が見込まれます。
 
３　主食用作付見込面積に10ａ当たり予想収量を乗じた予想収穫量（主食用）は21万1,000ｔで、前年産
に比べ２万9,500ｔの減少が見込まれます。

※　10月25日現在の水稲の予想収穫量については、11月に公表が予定されています。

あおもり
東北農政局通信

あおもり 東北農政局青森県拠点
地方参事官室
℡：017-775-2151

連絡先

青森
608㎏

南部・下北
567㎏

津軽
640㎏

青　森
617㎏

注：図の色は、□は、「やや良」を、□は、「並」を表します。

図　作柄表示地帯別10ａ当たり
　　予想収量（９月25日現在） 

注：１　加工用米及び新規需要米（米粉用米、飼料用米、ＷＣＳ、新市場開拓用米）は取組計画の認定面積。
　　２　備蓄米は、地域農業再生協議会が把握した面積。
　　３　その他は、飼料作物、そば、なたねの面積。
　　４　麦、大豆、その他（基幹作のみ）は、地方農政局等が都道府県再生協議会等に聞き取った面積。

注：１　②10ａ当たり予想収量は、1.70mmのふるい目幅で選別された玄米の重量である。 
　　２　③10ａ当たり予想収量、④10ａ当たり平年収量及び⑤作況指数については、過去５か年間に農家等が実際に使用したふるい目幅の

分布において、最も多い使用割合の目幅（青森県は1.90mm）以上に選別された玄米を基に算出した数値である。
　　３　⑥主食用作付見込面積とは、水稲作付面積（青刈り面積を含む。）から、新規需要米（飼料用米を含む。）、備蓄米、加工用米等の

作付面積（９月15日現在）を除いた面積（見込み）である。
　　４　作柄表示地帯別の⑥主食用作付見込面積及び⑦予想収穫量（主食用）は、新規需要米（飼料用米を含む。）、備蓄米、加工用米等の

作付面積（９月15日現在）を把握していないことから「…」で示した。

主食用米

戦略作物等

備蓄米
加工用米

新規需要米

麦 大　豆 その他 戦略作物等
合計面積飼料用米

ＷＣＳ用稲
稲発酵粗
飼料用稲

米粉用米
新市場
開拓用米

（輸出用米等）

Ｈ27年産 140.6 4.7 8.0 3.8 0.4 0.2 9.9 8.7 10.0 45.7 4.5
Ｈ28年産 138.1 5.1 9.1 4.1 0.3 0.1 9.9 8.9 10.2 47.7 4.0
Ｈ29年産 137.0 5.2 9.2 4.3 0.5 0.1 9.8 9.0 10.2 48.3 3.5
Ｈ30年産 138.6 5.1 8.0 4.3 0.5 0.4 9.7 8.8 10.2 47.0 2.2
Ｒ元年産 137.9 4.7 7.3 4.2 0.5 0.4 9.7 8.6 10.2 45.6 3.3
Ｒ２年産 136.6 4.5 7.1 4.3 0.6 0.6 9.8 8.5 10.2 45.6 3.7
Ｒ３年産 130.3 4.8 11.6 4.4 0.8 0.7 10.2 8.5 10.2 51.2 3.6

【主食用米及び戦略作物等の作付状況】
（万 ha）

表　令和３年産水稲の作付面積、10ａ当たり予想収量及び予想収穫量（９月25日現在）

区　　分

作付面積
（青刈り面
積を含む）

①

10ａ当たり
予想収量

②

農家等が使用している
ふるい目幅で選別

主食用作付
見込面積

⑥

予想収穫量
（主食用）

⑦＝②×⑥

10ａ当たり
予想収量
③

10ａ当たり
平年収量
④

作況指数

⑤＝③ /④

ha ㎏ ㎏ ㎏ ha ｔ

青　　　　森 50,100 617 588 574 102 34,200 211,000

　青　　　森 5,750 608 578 559 103 … …

　津　　　軽 29,800 640 610 594 103 … …

　南部・下北 14,500 567 541 535 101 … …
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１．新たな在留資格「特定技能」
　「特定技能」は、2019年４月１日施行された在留資格制度であり、日本国内において人手不足が深刻化
する業種（農業含む）での外国人受入が可能となった。この在留資格は、業種毎に一定の専門性・技能を
有する必要があるため、技能水準・日本語能力水準を確認する試験に合格（技能実習制度の技能実習２号
修了者は当該分野の試験は免除）しなければならない。このことから、特定技能外国人を円滑に受入れる
ためには、特定技能の在留資格取得者を確保するか技能実習制度で来日している実習生の技能実習２号修
了前（２か月前）に在留資格変更許可申請をしてもらうかのいずれかとなる。
　なお、現在、新型コロナウイルスの影響により、実習の継続が困難となった技能実習生などが就労でき
る「特定活動」の在留資格（コロナ特例）については説明を省略する。

２．技能実習制度と特定技能の比較
　２つの制度の大きな違いの１つ目は目的で、技能実習制度が国際貢献なのに対し特定技能は即戦力とし
て人手不足を補うことが目的である。２つ目は従事可能な作業が異なることで、技能実習制度では可能で
も特定技能では不可能な作業やその逆の作業がある。３つ目は転職の可否で、技能実習制度では転職とい
う概念が存在しない。所属先の企業が倒産するか、技能実習２号から３号への移行の場合のみ可能となる。
一方、特定技能は就労資格であるため同一職種であれば転職が可能である。このため、賃金等の職場環境
に問題があれば他の職場へ移ってしまう恐れがある。

実践  農業者支援
特定技能外国人の受入制度

項目 技能実習制度 特定技能

目的

・国際貢献のため開発途上国等の外国人を
受入

・ＯＪＴを通じて技能を移転

・一定の専門性・技能を有する即戦力となる外国人材の受入
【特定技能１号】
・就労分野に属する相当程度の知識または経験・技能を有す
る業務に従事

・特定技能評価試験合格者／技能実習2号修了者を受入
【特定技能2号】（農業分野は当面設定しない）

受入期間

・最長5年
・家族帯同不可
・1年目（技能実習1号）
・2－3年目（技能実習2号）
・4－5年目（技能実習3号）

【特定技能１号】
・通算最長5年（在留期間の上限）
・在留期間中の帰国可能
・家族帯同基本的に不可
【特定技能2号】（農業分野は当面設定しない）

制度
（労基法）

・実習
・労働基準法の全面適用

・就労
・労働基準法の適用除外は日本人と同様

受入主体
（雇用主）

・1つの農業経営体（実習実施者）での受
入に限定

・受入人数の制限有り
・ＪＡが実習実施者になれる（農作業請負
方式）

・受入機関（特定技能所属機関）が原則として直接雇用
・農業分野等は派遣形態も可能
・受入人数の制限無し

従事可能
な作業

・耕種農業のうち「施設園芸」「畑作・野菜」
「果樹」
・畜産農業のうち「養豚」「養鶏」「酪農」
※農作業以外に農畜産物を使用した製造・
加工作業の実習も可能

・耕種農業全般
・畜産農業全般
※一定の専門性・技能を要する栽培・飼養管理、集出荷、選
別等のほか、加工、販売、冬場の除雪等、日本人が通常従
事する関連業務も可能

※ＪＡの集出荷施設での就労も可能
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３．特定技能外国人の受入
　特定技能外国人の受入は①外国人材を探す②雇用契約③支援計画作成④入国管理局申請⑤外国人受入と
いった流れとなる。ＪＡが受入機関となり農家組合員へ特定技能外国人を労働者として派遣することは可
能であるが、派遣事業者となる要件としてＪＡ自らが農業を行うことや労働者派遣法による基準（例：純
資産額が負債総額の１／７以上）など様々な制約がある。また、受入機関として労働環境や各種手続きの
ほか、受入れ後のサポートが必要になるので、しっかりとした支援体制を構築することが重要である。

（１）登録支援機関
　　①登録を受けるための基準
　　　ア．機関自体が適切（例：５年以内に出入国・労働法令違反がない）
　　　イ．外国人を支援する体制あり（例：外国人が理解できる言語で支援できる）
　　②登録支援機関の義務
　　　ア．外国人への支援を適切に実施
　　　イ．出入国在留管理庁への各種届出

項目 技能実習制度 特定技能

職種制限

・2年目以降も実習できる品目・畜種は6
つに限定

⇒施設園芸、畑作・野菜、果樹、養豚、養
鶏（採卵）、酪農

・職種の制限無し

管理監督
体制

・監理団体の許可制
・実習実施者の届出制
・実習計画の認定制
を導入し監督体制を強化

・外国人材への的確な支援と在留管理等を実施
・「特定技能1号」には受入機関または法務大臣が認める登録
支援機関が、支援の実施主体として生活支援・相談等を実
施

・農業特定技能協議会に参加

その他
・他の監理団体と連携
・ＪＡ等が監理団体
・ＪＡが実習実施者（農作業請負方式）

・ＪＡ等が受入機関（特定技能所属機関）として直接雇用
・ＪＡ等が人材派遣業となることが可能
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（２）受入機関
　　①受入機関が外国人を受入れるための基準
　　　ア．外国人と結ぶ雇用契約が適切（例：報酬額が日本人と同等以上）
　　　イ．機関自体が適切（例：５年以内に出入国・労働法令違反がない）
　　　ウ．外国人を支援する体制あり（例：外国人が理解できる言語で支援できる）
　　　エ．外国人を支援する計画が適切（例：生活オリエンテーション等を含む）
　　②受入機関の義務
　　　ア．外国人と結んだ雇用契約を確実に履行（例：報酬を適切に支払う）
　　　イ．外国人への支援を適切に実施
　　　　→支援については登録支援機関に委託も可。全部委託すれば（１）－②も満たす。
　　　ウ．出入国在留管理庁への各種届出

４．まとめ
　継続して外国人材を受入れるためには、外国人材の受入制度の内容をよく理解したうえで「技能実習生」
から「特定技能」へ移行することが近道である。技能実習生として３年～５年の研修を踏まえて、さらに
特定技能として５年働くことは「即戦力の人材確保」だけでなく、業務内容の習得はもちろん、新しい技
能実習生のリーダー的存在としての活躍も期待できる。
　一方で、首都圏から遠く最低賃金が低い本県の場合、そもそもの外国人材の確保が難しく、農閑期（冬
期間）の作業確保と支援計画との兼ね合い、ＪＡ（子会社）の受入体制の整備など多くの課題がある。
　本県ＪＡグループでは、県と連携して技能実習制度における「農業技能実習事業協議会青森県支部（こ
れまでの第三者管理協議会）」の設立・運営や、監理団体とのパートナー協定の締結による情報共有をす
すめてきたが、今後もＪＡと連携しながら各種研修会の開催をはじめ、農業労働力確保対策作業部会を中
心とした制度の活用検討をすすめていく。

＜参考資料＞
　１．青森県＿外国人雇用の推移

　２．青森県＿国籍別外国人労働者数（2020年10月）

　３．青森県＿産業別外国人労働者（2020年10月）
　　〇製造業・・・・・・・・・・・・・1,808人（44.5％）
　　〇卸売業・小売業・・・・・・・・・　450人（11.1％）
　　〇農業・林業・・・・・・・・・・・　357人（ 8.8％）
　　〇建設業・・・・・・・・・・・・・　325人（ 8.0％）
　　〇宿泊業・飲食サーヒ ズ業 ・・・・　265人（ 6.5％）
　　〇教育・学習支援業・・・・・・・・　179人（ 4.4％）
　　〇医療・福祉・・・・・・・・・・・　162人（ 4.0％）
　　〇公務・・・・・・・・・・・・・・　146人（ 3.6％）
　　〇その他・・・・・・・・・・・・・　373人（ 9.2％）

（中央会　農業対策部）

年 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020
事業所数 336 395 483 534 620 727 781
人数（人） 1,422 1,642 2,141 2,614 3,137 3,901 4,065

国名 ベトナム 中国
（香港等含） フィリピン カンボジア インドネシア ネパール その他 合  計

人数（人） 2,003 848 353 129 127 113 492 4,065
割合（％） 49.3 20.9 8.7 3.2 3.1 2.8 12.0 100%
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「電子帳簿保存法の改正について」

１．はじめに

　経済社会のデジタル化を踏まえ、経理事務の電子化による生産性の向上、記帳水準の向上に資するため、
令和３年度の税制改正において、「電子計算機を使用して作成する国税関係帳簿書類の保存方法等の特例
に関する法律（以下、電子帳簿保存法とする）」の改正等が行われ、令和４年１月１日から施行される。
今号では、同法の改正内容について紹介する。

２．電子帳簿保存法の主な改正内容

　各税法において、帳簿書類は原則「紙」での保存が義務付けられている。電子帳簿保存法とは、一定の
要件を満たした帳簿書類については、電磁的記録（以下、電子データとする）による保存を可能とし、そ
れらの保存要件・義務等を定めている法律である。
　同法で定める電子データによる保存は、大きく①電子帳簿等保存、②スキャナ保存、③電子取引、の３
つに区分されるが、今回は「入口の緩和と出口の引き締め」に着目して改正が行われた。
　これまで①、②を行う場合は、事前に税務署長の承認が必要であったが、改正によりこの事前承認制度
が廃止された。また、一定の要件を満たす場合は、過少申告加算税の軽減措置が設けられるなど、電子帳
簿を保存する入口部分の緩和が行われた。
　一方で、③については、電子データの適正な保存を担保する措置として、電子データで授受した取引情
報については、電子データで保存することが義務化されるとともに、これらの保存に関し真実性（改ざん
防止）、可視性（保存体系の整備）の要件を満たすことが求められる。また、②、③は電子データの保存
に関して隠蔽・仮装があった場合は重加算税が過重される措置が設けられるなど、税務申告における出口
部分での引き締めが行われた。（図１）

（図１：電子帳簿等保存制度の見直し） 

経 営 の 窓 口
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３．ＪＡでの対応

　上記の区分①および②の改正は「できる規定」だが、区分③は「義務規定」であり、該当する電子取引
がある場合は、施行日（令和４年１月１日）までに以下のような整備が必要である。
（１）電子取引の洗い出し：ＪＡで電子取引に該当する取引を全て洗い出す。
（２）電子データの保存方法の検討：
　　取引先から授受する電子取引の取引情報について、可視性・真実性要件を満たす方法を検討する。（図

２）
（３）規程等の整備・組織内周知：
　　電子取引の取引データを電子データで保存するための業務フローを検討するとともに、体制・規程等

の整備・組織内への周知を実施する。

（図２：電子取引の保存要件）

４．最後に

　同法の改正対応で課題となる部分は、電子データを保存するための業務フロー（例：現業部署で授受し
た電子データを、経理担当部署にどう集約するか）の検討であると思われる。本会では、ＪＡが今回の法
改正に円滑に対応できるよう、研修会等での周知や規程類・業務フローの作成支援、相談対応を充実して
いきたい。

（中央会　経営対策部）

　＜語句説明＞
○電磁的記録（電子データ）… 情報がハードディスク、ＣＤ・ＤＶＤ、磁気テープ、クラウド（スト

レージ）サービス等に記録・保存された状態にあるもの。
○電子取引… インターネット等による取引、電子メールにより取引情報を授受する取引（添付ファイ

ルによる場合を含む）、インターネット上にサイトを設け、当該サイトを通じて取引情
報を授受する取引、ＥＤＩ取引（電子受発注システム等）など

○取引情報… 取引に関して受領し、又は交付する注文書、契約書、送り状、領収書、見積書その他こ
れらに準ずる書類に通常記載される事項



1 8●ＫＩＺＵＮＡ November 2 0 2 1

農業者年金がさらに便利に

　年金制度の機能強化のための国民年金法等の一部を改正する法律が令和２年５月29日に公布され、より
多くの人が多様な形で働く社会へと変化する中で、長期化する高齢期の経済基盤の充実を図るため、令和
４年度から、国民年金において受給開始時期の選択肢の拡大を行う。個人型確定拠出年金（イデコ）にお
いては、受給開始時期の選択肢の拡大及び加入可能年齢の引上げを行うこととなった。
　このため、国民年金の上乗せ年金として、農業者の老後生活の安定の確保を目的とする農業者年金にお
いても、受給開始時期の選択肢の拡大及び加入可能年齢の引上げの改正を行うことになった。
　あわせて、若い農業者が農業者年金に加入しやすくするため、35歳未満の被保険者で、特例保険料の適
用の対象とならない人の保険料を１万円から選択できるとする改正が行われることとなった。
　以下３点の制度改正の概要とポイントについて解説する。

　以上の改正ポイントを踏まえ、35歳未満の雇用就農者や若い農業者など、加入対象者に会議、研修会等
における加入推進に向け働き掛けをお願いしたい。

（中央会　農業対策部）

組 織 農 政 通 信
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　ＪＡごしょつがるのグローバルライス
（精米施設）が2020年３月に完成した。同
じ敷地内には、ライスセンターと集出荷貯
蔵施設を備えている。施設を隣接すること
で、集荷から貯蔵、精米までを一貫して行
うことができるようになった。
　輸送コストの削減で組合員所得の向上を実現し、ＳＤＧｓ（持続可能な
開発目標）の「１．貧困をなくそう」につなげている。また、県内企業か
らの精米加工委託も請負い、これまで他県への輸送に要していたエネル
ギーを削減できる観点から「7. エネルギーをみんなにそしてクリーンに」
にもつながっている。
　同施設は、精米の品質分析に加えて食味を分析する機器を取り揃えてい
る。食品の安全確保に努めるとともに、おいしさの評価を行い、顧客ニー
ズに応える体制を整える。さらに真空包装工程を有し、「グローバルライス」
の名のとおり、地域の米を世界へ届ける拠点として役割を担っていく。

精米でＳＤＧｓ／輸送コスト削減 すすめ！
ＳＤＧｓ！

製品を検査する品質管理担当職員
（10月１日、青森県五所川原市で）

農林中央金庫　青森支店
　営業第二班
　　岩

いわ

本
もと

真
しんいちろう

一郎　さん

●プロフィール
2019年４月から勤務　滋賀県蒲生郡日野町出身　25歳

輝き
働くきっかけは？ 

　鈴鹿山脈の麓にある小さな農村に生まれ育ったので、地方のためになる仕事ができればいいなと思い、就職活動を
していました。その中で、縁もあり、「一次産業のために」という使命を持つ、農林中金で働くことにしました。

業務内容を教えて下さい。 
　森林組合や農業法人向けの貸出業務を担当しています。その他、県産木材の利用拡大に向けた植樹活動の企画等も
行っています。

働いた感想は？ 
　仕事はチームプレーであることやコミュニケーションが重要であることについて、社会人になってから学びました。
学生の頃は、自分の興味・関心について自分のペースで学んでいたので、社会人としての常識を学ぶ日々です。　
　　　　
仕事をする上で、日頃心がけていることは？ 

　お客様や自分の仕事を待っている職場の人を待たせないよう、早めに行動するように心がけています。　

特技・趣味は？ 
　特技は、10時間以上継続して取り組めることです。例えば、36時間以上、麻雀をしたことがあります。　   

あなたが自慢できることは？ 
　どんなところでも寝られることです。学生の頃、日本一寒い町（北海道陸別町）で－25℃の耐寒フェスティバル
に参加したことがあります。　

将来の夢は？ 
　自分はこういう仕事をしているんだと、子供に聞かれたときに、しっかり答えられるような社会人になりたいです。
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■ＪＡ青森中央会　　https://www.ja-aomori.or.jp/chuoukai/
　　　イベントの様子､ 歳時記､ 産直・ＪＡ情報などをご覧いただけます。
■ＪＡバンク青森　　https://aomori.jabank.org/
　　　商品・サービスのご案内のほか、マネーシュミレーションや全国のＪＡバンクへのリンク等をご覧いただけます。
■ＪＡ全農あおもり　https://www.zennoh.or.jp/am/
　　　生産量日本一のりんご・にんにく・ごぼうをはじめとした農畜産物情報や活動状況、中古農機情報を紹介しております。
■ＪＡ共済連青森　　https://www.jakyosai-aomori.jp
　　　ＪＡ共済のご案内のほか、地域貢献活動の取組みを紹介しております。

ホームページアドレス

　10月下旬となり、最低気温が一
桁台と厳しい冷え込みが続く中、
りんごの収穫は順調に進んでお
り、最盛期を迎える「ふじ」の収
穫終了に向けて台風が発生しない
ことを祈るばかりである。

　さて、今米国ではＭＬＢのプレーオフが佳境を
迎えており、ファンの一人として、大谷翔平の活
躍を振り返りたい。まさかホームラン46本、投手
で９勝なんてあのベーブルースもビックリしてい
るに違いない。あまりの活躍ぶりに東京オリン
ピックが開催されていた時期にも大勢の日本国民
がＮＨＫに彼の試合の放送を強く要望したことは
周知のとおりである。
　彼の出身地は、岩手県奥州市（旧：水沢市）で
1993年ＮＨＫ大河ドラマ「炎立つ（ほむらたつ）」
（なんか、鬼滅の刃を思わせる）の撮影のために

作られた「えさし藤原の郷」がある。職員旅行で
30代に行ったことがあり、平安時代に栄華を誇っ
た奥州藤原家の歴史文化を味わうことができる
テーマパークだ。彼のホームランを見る限り、そ
れはあたかも若き武将が刃を横から一閃している
かのような気持ちになる。2001年のイチロー以来
のアメリカンリーグＭＶＰを受賞できると思って
いるが、来年は２年連続40本以上のホームランと
投手で10勝以上しあのベーブルースの記録を達成
してほしい。また、できればエンゼルスが８年ぶ
りのプレーオフをつかんで日本中を再びフィー
バーさせてもらいたい。
　それにしても大谷翔平
の今後の年俸（今季300
万ドル、来季550万ドル）
はどうなるのだろうか？

（公）

　ＪＡおいらせでは、食育ソムリエ認定者のスキルアップと新規受講者との交流を目指した手作りパン教
室を初めて企画した。
　食育ソムリエの輪を広げ、地域の特産ＰＲや食育活動への発展を目指す。食育ソムリエ認定者は現在、
毎月発行するＪＡ広報誌に食育コラムを寄稿し、組合員や地域の方々へ「食」の情報発信をしている。季
節感をテーマに旬の野菜を取り上げるなど、食育ソムリエが交代で担当し、内容もバラエティに富んでい
る。
　今年度の手作りパン教室は、食育ソムリエで女性部員でもある熊野祐子さんに講師を依頼し、年に５回、
感染症対策のため少人数制で開催。初回には２名の食育ソムリエが参加し、２種類のパンを作った。基本
のアンパンと、もう一つは特産のゴボウを使ったキンピラゴボウのお惣菜パンで、ゴボウの地産地消とＰ
Ｒ活動につなげたいというねらいからだった。
　受講者も講師の熊野さんも同じ食育ソムリエで女性部の仲間であることから、和気あいあいとした雰囲
気の中でパン作りのコツを学び、オーブンから立ち込める焼き立てのパンの香りに「自分へのご褒美ね」
とうっとりしていた。２回目の教室では食育ソムリエ２名とその家族が参加したこともあり、家族間の交
流も見られた。
　今後は12月から２月までに教室を３回開く予定で、食育ソムリエ修了者と食育ソムリエを目指す方を対
象にしている。食育ソムリエの輪を広げ、知識を生かしながら、農産物のＰＲや食育活動に取り組んでいく。

（日本農業新聞・青森県版10月14日掲載）

み り ょ く 発 信

スキルアップと交流で広がる
食育ソムリエの輪

三沢市
熊野　祐子さん

食育ソムリエのスキルアップと交流を兼ねた手作りパン教室
（８月18日、青森県三沢市で）
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青森から３つの「美味い！！」

つがるロマン
TSUGARU  ROMAN

青 天 の 霹 靂
S E I T EN  NO  H EK I R EK I

まっしぐら
MAS SH I GURA

 　　

パンフレットの記載のない宿泊施設もお気軽にお問い合わせください。

お申込み・
お問い合わせは

お申込み・
お問い合わせは

青森支店株式
会社

TEL 017－729－8800

〒030-0847　青森市東大野二丁目1－15
総合旅行業務取扱管理者：伊藤　　亨・田川ますみ

FAX 017－729－8803

（一社）日本旅行業協会正会員  観光庁長官登録旅行業第939号

一般社団法人日本旅行業協会（JATA）の正会員です。

株式会社農協観光代理業
青森県知事登録旅行業者代理業第26号
JAゆうき青森旅行センター
☎0175－72－1433
総合旅行業務取扱管理者／八重樫泰浩

●新型コロナウイルス感染症の状況により本キャンペーンを停止する場合があります。
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